
デザイン経営価値共創支援業務 仕様書 
 
１ 概要 
 様々な商品が飽和した現在では、市場には類似商品が多く出回り（商品のコモディティ

化・一般化）、商品の独自の価値をユーザーに伝達できなければ、商品は売れない時代にな

っている。 
そして、商品に独自の価値を付与し、それをユーザーに伝達する手段として「デザイン」

が必要であるが、県内中小企業にはデザイン力を有する人材やデザインを生み出す土壌が

ない。 
こうした中、和歌山県では、経営資源が限られる中小企業の付加価値を創出するために

「デザイン経営」の手法を用いて、県内中小企業の企業価値・商品価値の向上、売上増加を

図るための事業を実施する。 
具体的には、県内企業がビジョンを更新し、コンセプトやロゴ、新商品開発などをデザイ

ンの力で一貫性をもって構築することで、魅力・価値を向上させ、その企業あるいは商品の

ファンを増やす取り組みを支援する。 
 
２ 目的 
 「デザイン経営」の手法を用いて、県内中小企業の企業価値・商品価値の向上、売上増加

を図ることを目的とする。 
 
３ 業務内容 
（１）キックオフイベント、セミナーの開催 
  「デザイン経営」についての学びの場を提供する 
  ①キックオフイベント 
    デザインの活用が企業のブランディング、イノベーションに必要であり、企業価

値・商品価値を向上させられることを知るためのキックオフイベントを開催 
    回数 ：１回 

参加者：１００名程度／回 
    場所 ：和歌山市内 
    方法 ：リアル、または、オンライン 

②セミナー 
    デザイン経営の手法を学び、自社の事業やブランド、商品に取り入れるためのノウ

ハウを習得するためのセミナーを開催 
    回数 ：３回程度 
    参加者：３０名程度／回 
    場所 ：和歌山市内 

方法 ：リアル、または、オンライン 
  ③支援者向けセミナー 
    プロボノとして参加する支援者の参加の意味と役割、期待値を伝えるためのセミ



ナーを開催 
    回数 ：１～２回程度 
    参加者：２０名程度／回 
    場所 ：和歌山市内 
    方法 ：リアル、または、オンライン 
（２）マッチング会の開催 
    事業者とデザイナーやビジネスパーソン等の支援者とのマッチングの場を設置 
    併せて、次のワークショップ以降のフェーズに参加する事業者を選定 

回数 ：１回 
参加者：事業者２０社程度 

        支援者２０人程度 
    場所 ：和歌山市内 

方法 ：リアル、または、オンライン（リアルが望ましい） 
（３）ワークショップ 

事業者と支援者の共創でデザイン経営の手法を学びながら、リブランディングや 

新規事業の計画策定を実施 
回数 ：６～１０回程度 
参加者：事業者５社程度 

支援者１０～１５人程度 
   場所 ：和歌山市内 
   方法 ：リアル、または、オンライン（リアルが望ましい） 
（４）ハンズオン支援 

アドバイザーのアドバイスを踏まえ、ワークショップでのアウトプットのブラッシ

ュアップ、事業化のためのプロデュースを実施 
参加者：事業者５社程度 

     アドバイザー３～５名程度 
 場所 ：和歌山市内 
方法 ：リアル、または、オンライン 
なお、アドバイザーはブランド、プロダクトのプロデュース経験を有し、国内外のマ

ーケットに精通した方であることが望ましい 
（５）（１）～（４）の支援対象企業イメージ 
 ①自社商品がコモディティ化し、商品の独自の価値をユーザーに伝達できていない企業 
 ②OEM など BtoB 向けビジネスのみを従来行ってきたが、近年 BtoC 向けビジネスにも

取り組んでいる（取り組もうとしている）企業で、自社ブランディングを行いたい企業 
 ③事業承継を行い、新規事業など新たな取り組みをスタートさせる中で、改めて自社のビ

ジョンやコンセプトを見直したい企業 
 

４ 業務期間 
 契約締結日から令和７年３月３１日（月）まで 



 
５ 予算上限額 
 １７，３６０千円（消費税及び地方消費税を含む。） 
 
６ 実績報告 
 実績報告書を電子媒体、または適した手段により業務期間内に提出すること 
 （提出先） 
  〒６４０－８５８５ 
  和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
  和歌山県商工観光労働部企業政策局企業振興課 吉田 
   E-mail：yoshida_k0042@pref.wakayama.lg.jp 
 
７ その他 
（１）業務の実施にあたっては、業務内容を十分に理解し、和歌山県と連絡を密に取りなが

ら誠実に履行すること。 
（２）受託事業者は、業務の実施の際に、知り得た個人情報は適正に管理し、決して漏洩、

不正使用を行わないこと。本契約終了後も同様とする。 
（３）仕様書に記載されていない事項及び疑義が生じた場合は、和歌山県と十分に協議の上、

決定すること。 


